
　

▼
鶴
岡
八
幡
宮
の
ぼ
ん
ぼ

▼
鶴
岡
八
幡
宮
の
ぼ
ん
ぼ

り
祭
り
祭　

６
〜
９
日
。
６
日

　

６
〜
９
日
。
６
日
1515

時
、夏
越
祭
。

時
、夏
越
祭
。1717
時
、俳
句
会
。

時
、俳
句
会
。

７
日
７
日
1717
時
、立
秋
祭
。９
日

時
、立
秋
祭
。９
日
1010

時
、実
朝
祭
。正
午
、短
歌
会
。

時
、実
朝
祭
。正
午
、短
歌
会
。

　

▼
黒
地
蔵
縁
日

▼
黒
地
蔵
縁
日　

1010
日
０
日
０

時
〜
正
午
、
覚
園
寺
。

時
〜
正
午
、
覚
園
寺
。

　

▼
四
万
六
千
日
詣
り

▼
四
万
六
千
日
詣
り　

1010

日
杉
本
寺
、長
谷
寺
、安
養
院
。

日
杉
本
寺
、長
谷
寺
、安
養
院
。

　

▼
閻
魔
縁
日

▼
閻
魔
縁
日　

1616
日
1414

時
、
山
ノ
内
の
円
応
寺
。
非

時
、
山
ノ
内
の
円
応
寺
。
非

公
開
。

公
開
。

　

▼
鎖
大
師
の
施
餓
鬼
法
要

▼
鎖
大
師
の
施
餓
鬼
法
要

　

1616
日
1111
〜
1616
時
、
本
尊
ご

時
、
本
尊
ご

開
帳
。
手
広
の
青
蓮
寺
。

開
帳
。
手
広
の
青
蓮
寺
。

　

▼
鵠
沼
皇
大
神
宮
（
烏
森

▼
鵠
沼
皇
大
神
宮
（
烏
森

神
社
）

神
社
）
1717
日　

人
形
山
車

日　

人
形
山
車

　

▼
鎌
倉
宮
例
祭

▼
鎌
倉
宮
例
祭　

1919
日
1616

時
、前
夜
祭
。

時
、前
夜
祭
。2020
日
1010
時
、例
時
、例

祭
。
祭
。2121
日
1010
時
、後
鎮
祭
。

時
、後
鎮
祭
。

　

▼
玉
縄
首
塚
慰
霊
祭

▼
玉
縄
首
塚
慰
霊
祭　

1919

日
1818
時
、
ぼ
ん
ぼ
り
点
灯
。

時
、
ぼ
ん
ぼ
り
点
灯
。

夕
方
、
玉
縄
首
塚
で
墓
前

夕
方
、
玉
縄
首
塚
で
墓
前

祭
。
雨
天
中
止
。

祭
。
雨
天
中
止
。

　

▼
片
瀬
諏
訪
神
社
例
大
祭

▼
片
瀬
諏
訪
神
社
例
大
祭

　

2727
日
神
輿
や
山
車
。

日
神
輿
や
山
車
。

市
が
市
民
有
志
の
呼
び
か
け

市
が
市
民
有
志
の
呼
び
か
け

を
受
け
て
開
催
す
る
こ
と
が

を
受
け
て
開
催
す
る
こ
と
が

決
ま
り
、
市
民
ら
で
構
成
さ

決
ま
り
、
市
民
ら
で
構
成
さ

れ
た
実
行
委
員
会
が
１
千
万

れ
た
実
行
委
員
会
が
１
千
万

円
を
目
標
に
寄
付
や
協
賛
を

円
を
目
標
に
寄
付
や
協
賛
を

募
っ
た
。
５
月
末
ま
で
の

募
っ
た
。
５
月
末
ま
で
の
4040

日
間
で
約
１
２
０
０
万
円
が

日
間
で
約
１
２
０
０
万
円
が

集
ま
り
、
花
火
の
打
ち
上
げ

集
ま
り
、
花
火
の
打
ち
上
げ

数
を
当
初
予
定
し
て
い
た
２

数
を
当
初
予
定
し
て
い
た
２

５
０
０
発
か
ら
４
千
発
に
変

５
０
０
発
か
ら
４
千
発
に
変

更
。
市
民
参
加
型
の
企
画
と

更
。
市
民
参
加
型
の
企
画
と

し
て
大
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

し
て
大
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

表
紙
も
公
募
の
市
内
の
小
中

表
紙
も
公
募
の
市
内
の
小
中

学
生
の
絵
で
飾
ら
れ
た
。
由

学
生
の
絵
で
飾
ら
れ
た
。
由

比
ガ
浜
海
岸
に
、
大
口
の
寄

比
ガ
浜
海
岸
に
、
大
口
の
寄

付
を
し
た
個
人
や
企
業
へ
の

付
を
し
た
個
人
や
企
業
へ
の

返
礼
と
し
て
高
さ
３
㍍
ほ
ど

返
礼
と
し
て
高
さ
３
㍍
ほ
ど

の
巨
大
砂
像
３
体
が
制
作
さ

の
巨
大
砂
像
３
体
が
制
作
さ

れ
、
大
会
の
雰
囲
気
を
盛
り

れ
、
大
会
の
雰
囲
気
を
盛
り

上
げ
た
。

上
げ
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
水
中
花
火

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
水
中
花
火

や
ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
次
々

や
ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
次
々

に
打
ち
上
げ
ら
れ
、
空
い
っ

に
打
ち
上
げ
ら
れ
、
空
い
っ

ぱ
い
広
が
っ
て
滝
の
よ
う
に

ぱ
い
広
が
っ
て
滝
の
よ
う
に

落
ち
て
く
る
金
色
の
光
の
帯

落
ち
て
く
る
金
色
の
光
の
帯

に
大
き
な
拍
手
が
起
き
た
。

に
大
き
な
拍
手
が
起
き
た
。

化
仏
十
面
が
暗
く
見
え
な
か

化
仏
十
面
が
暗
く
見
え
な
か

っ
た
の
で
す
。
素
朴
で
や
さ

っ
た
の
で
す
。
素
朴
で
や
さ

し
い
お
姿
は
彫
り
も
全
体
に

し
い
お
姿
は
彫
り
も
全
体
に

浅
く
キ
ラ
ビ
ヤ
カ
で
は
あ
り

浅
く
キ
ラ
ビ
ヤ
カ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
あ
た
た
か
な
観

ま
せ
ん
が
、
あ
た
た
か
な
観

音
さ
ま
で
す
。
古
き
時
代
よ

音
さ
ま
で
す
。
古
き
時
代
よ

り
、
こ
の
地
の
人
々
の
苦
悩

り
、
こ
の
地
の
人
々
の
苦
悩

を
受
け
い
れ
、
暗
闇
を
照
ら

を
受
け
い
れ
、
暗
闇
を
照
ら

し
、
生
き
る
道
を
お
示
し
に

し
、
生
き
る
道
を
お
示
し
に

な
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
護

な
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
護

摩
や
清
ら
か
な
香
で
い
ぶ
さ

摩
や
清
ら
か
な
香
で
い
ぶ
さ

れ
た
お
姿
に
は
迫
力
す
ら
感

れ
た
お
姿
に
は
迫
力
す
ら
感

じ
ま
す
。
こ
の
世
の
矛
盾
を

じ
ま
す
。
こ
の
世
の
矛
盾
を

受
け
入
れ
、
運
命
に
負
け
ず

受
け
入
れ
、
運
命
に
負
け
ず

に
、
し
っ
か
り
生
き
な
さ
い

に
、
し
っ
か
り
生
き
な
さ
い

―
そ
ん
な
慈
悲
強
さ
が
う
か

―
そ
ん
な
慈
悲
強
さ
が
う
か

が
え
る
観
音
さ
ま
で
し
た
。

が
え
る
観
音
さ
ま
で
し
た
。

　

一
本
造
、
彫
眼
、
漆
塗
。

　

一
本
造
、
彫
眼
、
漆
塗
。

総
高
１
２
２

総
高
１
２
２
･
７
㎝
。
時
代

７
㎝
。
時
代

不
詳
。

不
詳
。

　

海
を
見
て
い
る
こ

　

海
を
見
て
い
る
こ

と
で
、
心
が
洗
わ
れ

と
で
、
心
が
洗
わ
れ

た
り
、
癒
さ
れ
た
り

た
り
、
癒
さ
れ
た
り

し
た
り
し
た
経
験
を

し
た
り
し
た
経
験
を

し
た
人
も
多
い
と
思

し
た
人
も
多
い
と
思

い
ま
す
▼
「
長
与
専
斎
」
と

い
ま
す
▼
「
長
与
専
斎
」
と

い
う
医
者
を
ご
存
知
で
し
ょ

い
う
医
者
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。
「
衛
生
」
と
い
う
言

う
か
。
「
衛
生
」
と
い
う
言

葉
を
日
本
で
初
め
て
医
学
的

葉
を
日
本
で
初
め
て
医
学
的

に
用
い
た
人
物
で
す
。
彼
が

に
用
い
た
人
物
で
す
。
彼
が

鎌
倉
は
地
形
的
な
特
徴
か
ら

鎌
倉
は
地
形
的
な
特
徴
か
ら

も
「
海
水
浴
場
に
最
適
」
と

も
「
海
水
浴
場
に
最
適
」
と

発
表
し
ま
し
た
。
当
時
は
海

発
表
し
ま
し
た
。
当
時
は
海

水
浴
に
医
療
行
為
と
し
て
期

水
浴
に
医
療
行
為
と
し
て
期

待
さ
れ
て
お
り
、
観
光
と
い

待
さ
れ
て
お
り
、
観
光
と
い

う
側
面
と
は
異
な
っ
た
か
た

う
側
面
と
は
異
な
っ
た
か
た

ち
で
話
題
と
な
っ
た
よ
う
で

ち
で
話
題
と
な
っ
た
よ
う
で

す
▼
現
在
で
は
、
海
水
浴
の

す
▼
現
在
で
は
、
海
水
浴
の

医
療
効
果
に
関
し
て
根
拠
が

医
療
効
果
に
関
し
て
根
拠
が

不
明
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

不
明
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

医
療
的
な
目
的
で
訪
れ
る
人

医
療
的
な
目
的
で
訪
れ
る
人

は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

▼
海
を
訪
れ
る
目
的
は
人
そ

▼
海
を
訪
れ
る
目
的
は
人
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
と
思
い
ま
す

れ
ぞ
れ
異
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
誰
も
が
安
心
し
て
楽
し

が
、
誰
も
が
安
心
し
て
楽
し

め
る
海
水
浴
場
で
あ
っ
て

め
る
海
水
浴
場
で
あ
っ
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。 

 

（
Ｎ
）

（
Ｎ
）

　

鎌
倉
市
二
階
堂
の
国
指
定

　

鎌
倉
市
二
階
堂
の
国
指
定

史
跡
史
跡
永よ

う
よ
う

福ふ
く
ふ
く

寺じ

跡
の
復
元
・
整

跡
の
復
元
・
整

備
工
事
が
６
月
に
完
了
し
、

備
工
事
が
６
月
に
完
了
し
、

７
月
７
月
1717
日
に
行
わ
れ
た
現
地

日
に
行
わ
れ
た
現
地

報
告
会
に
３
百
余
人
が
参
加

報
告
会
に
３
百
余
人
が
参
加

し
た
。

し
た
。

　

永
福
寺
は
、
源
頼
朝
が
１

　

永
福
寺
は
、
源
頼
朝
が
１

１
８
９
年
の
奥
州
合
戦
で
滅

１
８
９
年
の
奥
州
合
戦
で
滅

ぼ
し
た
藤
原
泰
衡
ら
の
鎮
魂

ぼ
し
た
藤
原
泰
衡
ら
の
鎮
魂

の
目
的
で
建
立
。
平
泉
の
中

の
目
的
で
建
立
。
平
泉
の
中

尊
寺
を
模
し

尊
寺
を
模
し

て
造
ら
れ
た

て
造
ら
れ
た

と
い
わ
れ
、

と
い
わ
れ
、

１
１
９
２
年

１
１
９
２
年

に
中
心
の
二

に
中
心
の
二

階
堂
、
１
１

階
堂
、
１
１

９
４
年
ま
で

９
４
年
ま
で

に
両
脇
の
阿

に
両
脇
の
阿

弥
陀
堂
、
薬

弥
陀
堂
、
薬

師
堂
が
完
成

師
堂
が
完
成

し
た
。
頼
朝

し
た
。
頼
朝

没
後
も
寺
院

没
後
も
寺
院

と
し
て
だ
け

と
し
て
だ
け

で
な
く
、
幕

で
な
く
、
幕

府
の
迎
賓
館

府
の
迎
賓
館

と
し
て
も
使

と
し
て
も
使

用
さ
れ
華
や
い
だ
が
、
火
災

用
さ
れ
華
や
い
だ
が
、
火
災

に
よ
る
消
失
、
再
建
を
繰
り

に
よ
る
消
失
、
再
建
を
繰
り

返
し
、
１
４
０
５
年
の
火
災

返
し
、
１
４
０
５
年
の
火
災

の
の
ち
廃
絶
し
た
と
考
え
ら

の
の
ち
廃
絶
し
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

れ
て
い
る
。

　

１
９
８
３
年
か
ら
１
９
９

　

１
９
８
３
年
か
ら
１
９
９

６
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
発

６
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
発

掘
調
査
で
建
物
、
庭
園
の
規

掘
調
査
で
建
物
、
庭
園
の
規

模
や
配
置
が
明
ら
か
に
な
っ

模
や
配
置
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
鎌
倉
市
は
２
０
０
７
年

た
。
鎌
倉
市
は
２
０
０
７
年

に
整
備
工
事
に
着
工
し
、
約

に
整
備
工
事
に
着
工
し
、
約

１
万
５
８
０
０
平
方
メ
ー
ト

１
万
５
８
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
の
整
備
地
に
池
、
二
階

ル
の
整
備
地
に
池
、
二
階

堂
、
阿
弥
陀
、
薬
師
両
堂
の

堂
、
阿
弥
陀
、
薬
師
両
堂
の

基
壇
な
ど
を
再
現
し
た
。
池

基
壇
な
ど
を
再
現
し
た
。
池

に
は
当
時
の
構
造
で
裏
山
の

に
は
当
時
の
構
造
で
裏
山
の

谷
な
ど
か
ら
水
を
引
き
込
ん

谷
な
ど
か
ら
水
を
引
き
込
ん

で
い
る
。
総
工
費
約
８
億
１

で
い
る
。
総
工
費
約
８
億
１

５
０
０
万
円
。

５
０
０
万
円
。

　

開
始
前
か
ら
大
勢
の
人
が

　

開
始
前
か
ら
大
勢
の
人
が

訪
れ
た
報
告
会
で
は
、
市
文

訪
れ
た
報
告
会
で
は
、
市
文

化
財
課
の
職
員
の
案
内
で
敷

化
財
課
の
職
員
の
案
内
で
敷

地
内
を
巡
っ
た
。
バ
ー
チ
ャ

地
内
を
巡
っ
た
。
バ
ー
チ
ャ

ル
映
像
視
聴
体
験
で
、
復
元

ル
映
像
視
聴
体
験
で
、
復
元

し
た
建
物
の
映
像
を
見
た

し
た
建
物
の
映
像
を
見
た

り
、
建
物
の
廊
下
か
ら
池
を

り
、
建
物
の
廊
下
か
ら
池
を

眺
め
た
り
、
橋
の
上
か
ら
お

眺
め
た
り
、
橋
の
上
か
ら
お

堂
を
見
た
り
し
て

堂
を
見
た
り
し
て
古

い
に
し
え

い
に
し
えの

風
景

の
風
景

に
思
い
を
馳
せ
る
人
も
多
か

に
思
い
を
馳
せ
る
人
も
多
か

っ
た
。「
整
備
前
は
一
面
ス

っ
た
。「
整
備
前
は
一
面
ス

ス
キ
野
原
だ
っ
た
」
と
な
つ

ス
キ
野
原
だ
っ
た
」
と
な
つ

か
し
む
人
も
い
た
。

か
し
む
人
も
い
た
。

　

整
備
委
員
会
の
二
階
堂
親

　

整
備
委
員
会
の
二
階
堂
親

和
会
・
大
久
保
義
隆
会
長
は

和
会
・
大
久
保
義
隆
会
長
は

「
史
跡
を
広
く
知
っ
て
も
ら

「
史
跡
を
広
く
知
っ
て
も
ら

い
、
今
後
の
維
持
管
理
、
活

い
、
今
後
の
維
持
管
理
、
活

用
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
重

用
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
」
と
話
し
て
い
た
。

要
だ
」
と
話
し
て
い
た
。

　

開
場
は
午
前
９
時
〜
午
後

　

開
場
は
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（

５
時
（
1111
月
〜
３
月
は
４
時

月
〜
３
月
は
４
時

半
ま
で
）、入
場
無
料
。
発
掘

半
ま
で
）、入
場
無
料
。
発
掘

調
査
な
ど
の
出
土
品
は
鎌
倉

調
査
な
ど
の
出
土
品
は
鎌
倉

歴
史
文
化
交
流
館
で
展
示

歴
史
文
化
交
流
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